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暑さを吹き飛ばせ！
7/9（日）、楽しんで走る「ファンラン形式」のマラソンイベント、夕張バリバリメロンランが開催され

ました。30℃近い気温の中、市内外から集まったたくさんの参加者が、市内の観光スポットや自然を楽
しみながら、5kmと10kmのコースを走破しました。ゴール後は旬の夕張メロンにかぶりつき、夕張の
夏を満喫していました。

●新市立診療所・介護医療院夕張に関する
お知らせ………2

●夕張市立診療所ニュース………………………3
●新型コロナワクチン接種情報≪32≫………4
●国保のお話………………………………………5
●地域おこし協力隊員の活動報告会実施報告…6
●教育委員会だより………………………………7
●キラリ！～魅力ある高校づくりへの取り組み…8
●夕張高校チャレンジ・モア・スピリッツ………9
●拠点複合施設りすたからのお知らせ………10

●ユるっとゆうばりスポーツクラブからのお知らせ…11
●夕張市職員採用情報/そよかぜ通信…………12
●新人職員紹介…………………………………13
●みんなでつながろう通信……………………14
●生活支援サポーター養成講座………………15
●みんなでつくる夕張の記憶ミュージアム

掲載5周年を迎えました……16
●石炭博物館だより……………………………17
●フレイル予防のために

十分な栄養をとりましょう………18



位置図・住所 診療科目

その他

病床数・定員

臨床検査

夕張市立診療所／介護医療院 夕張

令和５年９月１日（金）より、
若菜地区に新築移転オープンします！

※一般外来診療は令和５年９月４日（月）からとなります。

～新診療所と介護医療院の目指すべき姿～
新たな診療所と介護医療院は、「安心」「安全」「安定」の３
つの視点に立ち、市民に必要な地域医療・介護サービスを
提供することを目指し、本市における「地域医療の確保・
提供」と「地域包括ケアシステムの構築を推進するための
中核的な施設」という役割を担います。

総合診療科・整形外科・リハビリテーション科・
循環器内科・婦人科・耳鼻咽喉科・泌尿器科・歯科

予防接種、健康診断、婦人科検診

診療所：19 床　　　介護医療院：定員 19 名

レントゲン、CT、血液検査、尿検査、組織検査、
培養検査、心電図、動脈硬化検査、骨密度検査、
ホルター心電図、上部・下部消化管内視鏡検査、
ピロリ菌検査

〒068－0425　
夕張市若菜８番地

問合せ先　市保健係　☎52－3106
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早いもので移転まで1ヶ月となりました。新たな施設で滞りなく診療が開始される
よう研修や内覧などを実施しながら着実に準備を進めています。
移転準備に伴い、8月は休診とさせていただく日がありますのでご確認ください。

新診療所での診療開始は9月4日(月)からです。市民のみなさんには大変ご迷惑をお
かけしますが、ご理解くださいますようよろしくお願いいたします。

夕張市立診療所ニュース
2023年

vol.158
８月

８月外来診療体制 8/14、８/24～9/1は歯科休診、8/30～9/1は全科休診です。

☎（0123）52－4339　FAX（0123）52－2617
〒068-0402　夕張市社光20番地／https://www.houseikai.or.jp/yubari夕張市立診療所お問い合わせ

月 火 水 木 金
総合診療科

歯　　　科午 前

松島・出張医

八　田

諌山・中岡

－－

－

－

八　田

八　田

中岡・出張医

出張医

八　田

八　田

諌山・髙野

－

諌山・中岡

専 門 外 来 耳鼻咽喉科
（４・18・25日）

循環器内科
（２・16・23日）

泌尿器科
（１・８・15・22日）

八田 または 出張医

総合診療科

歯　　　科午 後

出張医

八　田

諌山 または 松島

－

中　岡

専 門 外 来 耳鼻咽喉科
（４・18・25日）

整形外科
（１・８・15・22日）

整形外科
（16日）

整形外科（3・10・17・24日）
婦人科（10・17・24日）

八田 または 出張医

※医師は変更となる場合もございます。　※土・日・祝は休診です。　※火曜の歯科は休診です。　※(泌)(整)以外は予約制です。
※受付時間…８：15～11：00／13：15～16：00（耳鼻咽喉科…９：30～11：30／12：30～15：00）

よよ

新新新
諌山治彦所長

6回シリーズの最終回です。
みなさんのご参加をお待ちしています！

― ゆうゆう寄り添い倶楽部 ―

送迎バス時刻表の変更について

8月休診日のお知らせ

健康長寿プロジェクト

第2回健康長寿プロジェクト　開催決定！
8月22日(火)　午後1時30分～ボランティア活動について考える⑥

　　　　　～誰のために何のために
日　時 ８月28日（月） 午後３時～
場　所 拠点複合施設 りすた 多目的ホール
講　師 前沢 政次 医師

　９月から送迎バスの運行予定
時刻表が変わります。詳細は来
月ご案内いたしますので、ご利
用の方はご確認ください。

〇8/3（木）………………………………
〇8/14（月）・8/24（木）～9/1（金）……
〇8/28（月）………………………………
〇8/29（火）………………………………
〇8/30（水）～9/1（金）…………………

婦人科➡休診
歯　科➡休診
内　科➡午後休診
内　科➡午後休診、泌尿器科➡休診、整形外科➡休診
全　科➡休診

　６月22日、りすたにて「高齢化率日本一から　健康
寿命日本一を目指して」と題し、健康長寿プロジェクト
がスタートしました！
　第１回は健康講話だったのですが、50名を超える多
くの方々にご参加いただき、みなさんの健康への意識
の高さを改めて感じる会でした。

新診療所での診療開始は
9月4日(月)からです。

大変ご迷惑をおかけしますが、ご理解
のほどよろしくお願い申し上げます。
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今回の春開始接種では、モデルナ社ワクチンを使用するご案内をしていたところですが、国のワクチ
ン配分の変更があり、ファイザー社ワクチンを使用しての接種を行います。
8月7日～8月31日の接種は、ファイザー社オミクロン株2価（BA4.5）ワクチンとなりますのでお知ら

せします。
※既に5月以降の春開始接種を終えられた方は、接種はできませんので、ご理解いただきますようお願いします。

ファイザー社オミクロン株２価ワクチン接種について

6月から開始した今回の春開始接種の65歳以上接種率は26％（7月6日現在6回目の接種率で算出）と
なっています。　

5類移行後、一部の地域では流行が続いています。ワクチンの効果は時間とともに低下するため感染
しやすくなり、特に高齢者、基礎疾患を持つ方は重症化のリスクが高くなります。

予約枠は十分にありますが接種を希望する方は、お早めに予約をお願いします。
なお、8月は市立診療所が移転準備期間のため接種は行いませんので、ご了承ください。
また、秋開始接種は9月以降となります。決まり次第お知らせします。

令和５年春開始接種は８月31日で終了

春開始接種分の接種券は、市からすでに送付済みです。
接種を希望する方で、手元に過去の接種券が残っていれば、それを予約・接種に使用します。
接種をしたいけれど、接種券がない方は、☎52－3173（平日９時から17時）まで連絡を。

接種券について

新型コロナワクチン接種情報≪32≫

予約先
●コールセンター（つながりやすくなっています。）

●インターネット
右のQRコードまたは市ホームページから予約が可能です。

☎0120－800－206（平日9時から17時）

予約用QRコード

新型コロナワクチンを一度も接種していない方
接種を希望する方は右記の問合せ先にご連絡ください。 問合せ先　市保健係　☎52－3106
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■国保のお話 vol.48

入院のときの医療費が心配…。「高額療養費制度」を知っていますか？

医療費の家計負担が重くならないように、医療機関や薬局の窓口で支払う医療費が１カ月で上
限額を超えた場合、その超過分を支給してくれるのが「高額療養費制度」です。上限額は、年齢や
所得に応じて区分されています。

医療費が高額になるときは、事前に限度額適用認定証の申請を

高額療養費制度は、窓口で医療費の自己負担分を負担した後に、申請をして超過分が払い戻さ
れる仕組みです。

しかし、事前に「限度額適用認定証」の交付を受けておくと、月ごとの上限額の超過分を窓口で
支払う必要がなくなります。

申請手続き　※有効期間が切れると再度申請が必要です※
　次のものをお持ちになり、市役所もしくは南支所（りすた内）、ふれあいサロンの窓口で申請して
ください。
　・届出者の本人確認ができるもの
　 （マイナンバーカード、運転免許証、障害者手帳、在留カードなど）
　・限度額適用認定証が必要な方の国民健康保険被保険者証

「限度額適用認定証」の申請が必要な方（申請が必要か確認したい場合はご連絡ください）

・69 歳以下の方
・70 ～ 74 歳の方のうち、住民税非課税世帯の方
・70 ～ 74 歳の方のうち、医療費の負担割合が「３割」かつ住民税の課税所得が 690 万円未満

の国保加入者がいる世帯

※70 ～ 74 歳の方のうち、医療費の負担割合が「２割」かつ住民税課税世帯の方は、「被保険
者証兼高齢受給者証」を医療機関に提示するだけで、自己負担限度額までの支払いとなるた
め、「限度額適用認定証」の申請は必要ありません。

問合せ先　市健康保険係　☎52－3105
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地域おこし協力隊員の活動報告会の実施報告について
　こんにちは！私たちは、市外から移住して地域の中で活動させていただいている『夕張市地域おこし協
力隊』です。6月10日に、市内現役隊員４名による多様な形での活動報告会を合同で開催させていただ
きました。当日は34名もの市民の方にご来場いただき、予想以上の反響に嬉しく思います。本当にあり
がとうございました！

　観光促進支援の蒋静文（しょう せいぶん）です。私は夕張に来て様々な形で活
動していますが、今回は主に私の令和４年度の活動写真と情報発信についてをご
紹介させていただきました。当日はとても緊張しましたが、皆さんが温かくて安心
しました。
　夕張メロンと夕張長芋は、成長過程を記録するために１年を通して取材にあた
ったことで、夕張の産業の柱になっていることがわかり、感銘を受けたこと、また、
私が夕張太鼓保存会『竜花』の一員として活動し始めた時のドキドキから今に至る
までの自身の成長についてもお話しさせていただきました。

　私は、自分が開催したイベント「中国語教室」などの反響が良く、そのことが自信に繋がっていて、 夕張の仕事と
生活を経験してとても成長してきました。私のすくすくと成長している姿を皆さんに見ていただけて嬉しかったで
す。私の活動が、地域に密着しているとのお声もいただきました。これからも夕張のPRを頑張りたいと思いますの
で、よろしくお願いいたします。

　文化振興部門の三浦弘夢（みうらひろむ）です。成果報告会へのご参加、誠にあり
がとうございます。私は今回の成果報告会にて、昨年9月から始まった活動につい
てご紹介いたしました。博物館開館時期の通常業務や企画の内容に加え、普段は知
る機会の少ない「冬季休館中」における活動についても詳しくお話ししました。また
結びでは夕張市内の遺跡について触れ、終了後に「知らなかった、面白い」といった
ご感想や、新たな情報提供を頂き、夕張の隠れた魅力について再確認するきっかけ
となりました。
　今回の報告会を通して、地域おこし協力隊と夕張市自体に対する皆様の関心が非常に強いことを実感し、以降
も多様な情報公開や地域還元が必要と考えました。今後も「文化振興」の面で力を尽くして参りますので、よろしく
お願いいたします。改めて、当日はご参加ありがとうございました。

　子ども・子育て支援部門の夏 思雅（か　しが）です。ご来場ありがとうござい
ました。 この報告会を通して、私は計画した子ども・子育て支援に係る機関の関
係作り、支援事業の補助内容、SNS の情報発信、各種イベントへの参加、自分が
企画・開催した活動、夕張の歴史文化と教育の勉強、これからの予定などを報告
しました。
　 皆さんは積極的にうなずき、アンケートにたくさんの感想を書いていただき
ました。励ましていただき、嬉しいです。これからも市民のみなさんの意見とアド

バイスを参考に、反省しながら課題と目標に向けて行動します。子どもたちと一緒に成長し、夕張の子ども・子育て
支援を頑張っていきますので、これからも応援してくださいね。

　体育協会支援/体育振興部門の竹部玲央那（たけべれおな）です。皆さん、6月10
日の夕張市地域おこし協力隊による報告会にお越しくださり、ありがとうございま
した。 当日は、参加者の皆さんに運動指導を実際に体験していただきました。私は
月に3回ほど土曜日にりすた楽々運動教室で運動指導をさせていただいていたの
で、慣れた景色、慣れた環境でしたが実際に報告してみてとても緊張しました。た
だ、報告会で皆さんと一緒に運動指導を体験していただいたおかげで終わった時
には、緊張はなくなりやりきったという達成感を感じました。 
　こうやって皆さんに運動指導できたのは、介護予防事業に誘ってくださった夕張市立診療所リハビリテーション
課の皆さん、いつもたくさんのアドバイスをしてくださり、運動指導をする場を設けてくださっている平村様、佐藤
様のご厚意のおかげです。また、こういった機会をいただけたら一緒に運動を体験していただきたいです。広報ゆ
うばりのユるっとゆうばりスポーツクラブからのお知らせで筋力トレーニング、健康、食事など様々な分野の情報
を発信しているので、ぜひ見てください。

広報ゆうばり　2023年8月号 6



９
年
間
を
通
し
て
子
ど
も
た
ち一人一人
の
学
び
を
支
え
、可
能
性
を
伸
ば
し
、誰一人
取
り
残
す
こ

と
の
な
い
教
育
の
実
現
を
目
指
し
て
！

　

小・中
学
校
の
教
員
が
目
指
す
子
ど
も
像
を
共

有
し
、９
年
間
を
通
し
た
教
育
課
程
を
編
成
し
て

系
統
的
な
教
育
を
目
指
す
教
育
の
こ
と
で
す
。

（
文
部
科
学
省
に
よ
る
定
義
）

　

本
市
で
は
、令
和
２
年
度
か
ら
、小
中
連
携
学

力
向
上
委
員
会
を
組
織
し
て
、９
年
間
を
通
し
た

系
統
的
な
学
力
向
上
の
取
組
み
を
進
め
て
い
ま

す
。

　

教
育
内
容
や
教
育
環

境
が
大
き
く
変
わ
る
と

い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。基
本
的
に
、小
学
生

は
ゆ
う
ば
り
小
学
校

に
、中
学
生
は
夕
張
中

学
校
に
通
い
、今
ま
で
と

同
じ
よ
う
に
学
校
生
活

を
送
り
ま
す
。

　

北
海
道
教
育
委
員
会
で
は
年
２
回
、い
じ
め
の

実
態
を
把
握
す
る
た
め
、小
中
学
生
全
員
に
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
６
月
に
行
わ
れ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、今

年
４
月
か
ら
６
月
ま
で
の
期
間
に『
い
や
な
思
い
を

し
た
こ
と
が
あ
る
』と
回
答
し
た
児
童
生
徒
は
、

ゆ
う
ば
り
小
28
名
、夕
張
中
４
名
と
い
う
結
果
で

し
た
。

　

本
市
で
は
、大
切
な
こ
と
は
、「
い
じ
め
を
見
逃

さ
な
い
」こ
と
と
捉

え
、こ
の
調
査
に
お
い

て
、『
い
や
な
思
い
を

し
た
こ
と
が
あ
る
』

と
の
回
答
に
対
し
て

は
積
極
的
に「
い
じ

め
」と
認
知
し
て
児

童
生
徒
に
は
丁
寧
な
聞
き
取
り
と
支
援
を

行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、い
じ
め
は
ど
ん
な
理
由
が
あ
っ

て
も
許
さ
れ
な
い
こ
と
で
あ
り
、事
案
に
よ
っ

て
は
犯
罪
と
判
断
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
現
在
は
、金
品
の
強
要
や
児

童
ポ
ル
ノ
関
係
と
いっ
た
犯
罪
行
為
と
し
て

の
い
じ
め
が
発
生
し
た
場
合
は
、児
童
生
徒

の
命
や
安
全
を
守
る
こ
と
を
最
優
先
に
、直

ち
に
警
察
に
相
談・通
報
を
行
い
適
切
な
援

助
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

ゆ
う
ば
り
小
、夕
張
中
で
は「
学
校
い
じ

め
防
止
基
本
方
針
」に
従
っ
て
、い
じ
め
の
早

期
発
見
、早
期
対
応
な
ど
に
組
織
的
な
体

制
を
整
え
る
と
と
も
に
、児
童
生
徒
が
い
じ

め
を
自
分
事
と
捉
え
、い
じ
め
防
止
の
主
体

的
な
取
組
み
を
行
う
な
ど
、未
然
防
止
に
努

め
て
い
ま
す
。

　

地
域
や
ご
家
庭
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、思

い
や
り
の
心
や
違
い
を
認
め
合
う
友
人
関
係

の
構
築
を
通
し
て
、「
い
じ
め
を
し
な
い
、さ
せ

な
い
、許
さ
な
い
」と
い
う
社
会
を
子
ど
も
た

ち
と一緒
に
創
造
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

９
年
間
を
通
し
た
教
育
課
程
の
編
成・実
施
、

合
同
研
修
会
の
開
催
、児
童
生
徒
の
学
力・体
力

の
共
有
、学
習
規
律
や
授
業
ス
タ
イ
ル
の
系
統
的・

継
続
的
な
実
践
、児
童
会
生
徒
会
交
流
の
活
発

化
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

学
力
向
上
を
は
じ
め
、コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
能
力

や
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
育
成
、思
い
や
り
の
心
や
責

任
感
の
高
ま
り
、い
じ
め
や
不
登
校
の
未
然
防
止

な
ど
の
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、夕
張
の
子
ど
も
た
ち

の
健
や
か
な
成
長
の
た
め
、小
中
一
貫
教
育

の
推
進
に
ご
理
解
と
ご
支
援
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

小
学
校
と
中
学
校
の「一貫
教
育
」を
導
入
し
ま
す

令
和
６
年
度
本
格
ス
タ
ー
ト
！

『
小
中
一
貫
教
育
』と
は
何
で
す
か
？

何
が
変
わ
る
の
で
す
か
？

い
じ
め
の
未
然
防
止
に
向
け
て
　
〜
犯
罪
行
為
は
警
察
署
と
の
連
携
も

具
体
的
な
取
組
み
は
？

期
待
さ
れ
る
効
果
は
？

な
ぜ
導
入
す
る
の
で
す
か
？

　

小
中
の
全
先
生
方
が「
９
年
間
を
通
し
て
」と

い
う
考
え
で
、夕
張
の
小
中
学
生
全
員
の
学
び
を

支
え
て
い
く
、そ
の
た
め
、先
生
方
や
小
中
学
生
の

相
互
交
流
が
今
ま
で
よ
り
も
増
え
る
こ
と
が
想

定
さ
れ
ま
す
。　

問合せ先　教育委員会学校教育係　☎57－7581

　

今
後
さ
ら
に
、学
力
向
上
と
い
う
学
習
面
に
留

ま
ら
ず
、こ
れ
ま
で
の
取
組
み
を
生
か
し
て
、豊
か

な
心
の
育
成
や
体
力
の
向
上
な
ど
、多
く
の
教
育

活
動
に
お
い
て
、９
年
間
を
通
し
て
子
ど
も
た
ち

の
学
び
を
支
え
る
質
の
高
い
教
育
を
目
指
そ
う
と

考
え
、小
中
一貫
教
育
の
導
入
を
決
め
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
だ
よ
り
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５
月
31
日（
水
）に
令
和
５
年
度
北
海
道

夕
張
高
等
学
校
第
１
回
学
校
運
営
協
議
会

が
、本
校
会
議
室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　

は
じ
め
に
各
委
員
の
紹
介
を
行
い
、会
長
の

角
田
浩
晃
様
か
ら
ご
あ
い
さ
つ
を
い
た
だ
い
た

後
、基
本
方
針
、年
間
計
画
、今
年
度
の
学
校

経
営
方
針
に
つい
て
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　

委
員
の
皆
様
か
ら
は
、「
夕
張
市
唯
一の
高

校
を
存
続
す
る
た
め
に
夕
張
高
校
の
実
践
や

特
徴
、市
か
ら
の
支
援
の
充
実
を
小・中
学
校

を
は
じ
め
、地
域
に
ど
の
よ
う
に
発
信
し
て
い

く
か
」に
つ
い
て
、多
く
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。今
回
い
た
だ
い
た
ご
意
見
を
も
と

に
、ス
ピ
ー
ド
感
を
も
って
実
行
し
て
い
け
る
よ

う
、今
後
の
活
動
の
確
認
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
委
員
の
皆
様
を
中
心
に
、地
域
の

高
校
と
し
て
の
活
動
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

６
月
２
日（
金
）に
３
年
生
の
就
職
・
専
門

学
校
進
学
コ
ー
ス
の
生
徒
11
名
が
、現
在
授
業

で
取
り
組
ん
で
い
る「
夕
張
産
農
産
物
を
活

用
し
た
商
品
開
発
」に
係
る
試
作
品
製
作
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

試
作
品
製
作
で
は
、生
徒
が
こ
れ
ま
で
考

え
て
き
た
ア
イ
デ
ア
を
形
に
す
る
と
と
も
に
、

材
料
や
配
合
を
変
え
た
様
々
な
パ
タ
ー
ン
の
試

作
品
を
作
成
し
て
多
角
的
に
検
証
を
行
い
ま

し
た
。

　

試
作
品
製
作
を
通
し
て
、こ
れ
ま
で
取
り

組
ん
で
き
た
商
品
企
画
に
お
け
る
商
品
設
計

の
課
題
や
今
後
の
商
品
開
発
に
お
け
る
改
善

点
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。そ
れ
ら

の
課
題
を
今
後
の
商
品
開
発
に
反
映
さ
せ
、

製
品
化
に
活
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

６
月
20
日（
火
）５
、６
校
時
２
年
生
の
総

合
的
な
探
究
の
時
間
に
お
い
て
、現
在
取
り

組
ん
で
い
る
地
域
活
性
化
に
向
け
た
企
画
に

つ
い
て
、大
学
生
と
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
を
行
い
ま

し
た
。こ
の
取
り
組
み
は一
般
社
団
法
人
北
海

道
総
合
研
究
調
査
会
に
よ
る「
夕
張
市
に
お

け
る『
高
校
×
大
学
×
地
域
』連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」と
し
て
高
校
生
、大
学
生
な
ど
が
関
わ
り

合
い
な
が
ら
、夕
張
市
に
お
け
る
地
域
課
題
の

解
決
策
の
検
討
を
行
う
こ
と
で
、地
域
に
お

け
る
人
材
育
成
と
人
材
循
環
の
流
れ
を
作
り

上
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

生
徒
は
、最
初
は
大
学
生
を
前
に
意
見
を

述
べ
る
こ
と
に
戸
惑
う
場
面
も
見
ら
れ
ま
し

た
が
、後
半
は
積
極
的
に
話
し
合
い
に
参
加

し
、グ
ル
ー
プ
の
意
見
集
約
や
ま
と
め
作
業
な

ど
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
意
見
や
考
え
を
参
考
と
し
て
、今

後
の
地
域
活
性
化
に
向
け
た
企
画
の
充
実
と

実
効
性
を
高
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

６
月
26
日（
月
）に
、北
海
道
高
等
学
校
遠

隔
授
業
配
信
セ
ン
タ
ー（
Ｔ
―
ｂａｓｅ
）か
ら

板
橋 

翔
先
生
に
来
校
し
て
い
た
だ
き
、対
面

授
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
用
意
し
て
い
た
だ
い
た
鉱
物
サ
ン
プ

ル
な
ど
を
顕
微
鏡
で
観
察
し
、顕
微
鏡
の
中

を
ｉ
Ｐａ
ｄ
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
撮
影
し
、用

意
さ
れ
た
Ｇｏｏｇ
ｌｅ 

Ｊ
ａｍ
ｂｏａｒ
ｄ
の
フ

ァ
イ
ル
に
撮
影
し
た
写
真
を
貼
り
付
け
、観

察
レ
ポ
ー
ト
を
作
成
し
ま
し
た
。生
徒
達
は

試
行
錯
誤
し
な
が
ら
鉱
物
サ
ン
プ
ル
を
設
置

し
た
顕
微
鏡
の
撮
影
を
行
い
、撮
影
し
た
写

真
に
つ
い
て
先
生
へ
色
々
と
質
問
す
る
な
ど
、

活
動
的
な
授
業
と
な
り
ま
し
た
。板
橋
先

生
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

キ
ラ
リ
！
〜
魅
力
あ
る
高
校
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
〜

問
合
せ
先　

夕
張
高
校　

☎
59
―
７
８
０
８

第
１
回
学
校
運
営
協
議
会

３
年
生 

就
職
・
専
門
学
校
進
学
コ
ー
ス

　
　
　
　
　
　

生
徒
に
よ
る
試
作
品
製
作

２
年
生 

総
合
的
な
探
究
の
時
間

　
　
　

 

高
大
地
域
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

２
年
生 

遠
隔
授
業
「
地
学
基
礎
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

対
面
授
業
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林林 記記
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林 記

　

令
和
５
年
７
月
７
日（
金
）か
ら
８
日（
土
）に
か
け
て

夕
張
高
校
第
32
回
夕
高
祭
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
月
の
チ
ャ
レ
ン
ジ・モ
ア・ス
ピ
リ
ッツ
で
は
、学
校
祭
実

行
委
員
長
を
務
め
た
林
瑛
美
さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行

い
、実
行
委
員
会
と
し
て
の
活
動
や
企
画
内
容
に
つ
い
て

話
を
伺
い
ま
し
た
。

※
イ
ン
タ
ビュー
は
、7
月
3
日（
月
）実
施
。

学
校
祭
の
準
備
お
疲
れ
さ
ま
で
す
。学
校
祭
の
実
行

委
員
会
と
い
う
の
は
、何
の
検
討
を
行
う
と
こ
ろ
な

の
？

学
校
祭
実
行
委
員
会
は
、学
校
祭
１
日
目
に
全
校
生

徒
で
行
う
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
企
画
し
て
実
施
す
る

の
が
業
務
内
容
で
す
。

今
年
実
施
す
る
企
画
は
も
う
決
め
て
い
る
の
？

昨
年
は
、生
徒
全
員
で
楽
し
め
る
ク
イ
ズ
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
し
た
。今
年
は
生
徒
会
の
方
で
も
似
た
よ
う
な

企
画
を
考
え
て
い
た
の
で
、内
容
が
同
じ
よ
う
な
も
の

に
な
ら
な
い
よ
う
に
学
校
と
し
て
み
ん
な
で
良
い
も
の

を
作
り
た
い
と
い
う
話
を
し
て
い
ま
し
た
。

林　瑛美さん
３年A組

今
回
学
校
祭
実
行
委
員
を
経
験
し
て
、大
変
だ
っ
た

こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

実
行
委
員
会
で
の
仕
事
の
割
り
振
り
が
大
変
で
し

た
。私
は
部
活
動
と
掛
け
持
ち
で
し
た
が
、他
の
メ
ン
バ

ー
も
生
徒
会
や
他
の
委
員
と
掛
け
持
ち
し
て
い
る
生

徒
が
ほ
と
ん
ど
な
の
で
、負
担
も
大
き
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。

ま
た
、生
徒
に
と
っ
て
も
去
年
ま
で
は
当
日
ク
イ
ズ
に

参
加
す
る
だ
け
で
し
た
が
、事
前
に
ち
ぎ
り
絵
を
作
っ

て
こ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、全
員
が
や
っ
て
く
れ
る

か
不
安
が
あ
り
ま
す
が
、信
じ
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
！

少
な
い
人
数
で
や
っ
て
い
る
か
ら
大
変
だ
よ
ね
。

ま
だ
終
わ
っ
て
い
な
い
け
ど
、学
校
祭
の
活
動
を
通

し
て
学
ん
だ
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

先
の
こ
と
を
考
え
て
事
前
に
予
定
を
立
て
る
こ
と
が

大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。私
自
身
が
予
定
を
立
て
て

行
動
す
る
こ
と
が
苦
手
で
結
構
お
お
ざ
っ
ぱ
に
や
っ
て

し
ま
う
ん
で
す
け
ど
、学
校
行
事
な
ど
を
考
え
る
と

き
は
、計
画
的
に
進
め
な
い
と
い
け
な
い
と
感
じ
ま
し

た
。

学
校
祭
実
行
委
員
会
企
画
に
つ
い
て

学
校
祭
実
行
委
員
を

　
　
　
　
　
　
通
じ
て
学
ん
だ
こ
と

今
年
は
全
校
生
徒
で
ち
ぎ
り
絵
が
で
き
た
ら
と
考
え

て
い
ま
す
。生
徒
一
人
一
人
に
原
画
が
分
か
ら
な
い
よ
う

な
形
で
完
成
図
の
パ
ー
ツ
を
配
布
し
て
、そ
れ
ぞ
れ
が

当
日
ま
で
に
ち
ぎ
り
絵
を
作
成
し
て
き
て
、当
日
組
み

合
わ
せ
る
と一つ
の
絵
に
な
る
と
い
う
企
画
で
す
。

面
白
そ
う
な
企
画
だ
ね
！

組
み
合
わ
せ
る
と
何
の
絵
が
完
成
す
る
の
か
な
？

学
校
祭
の
ポ
ス
タ
ー
に
な
り
ま
す
。絵
を
合
わ
せ
る
だ

け
だ
と
時
間
が
余
っ
て
し
ま
う
の
で
、余
っ
た
時
間
は

例
年
実
施
し
て
い
る
よ
う
な
生
徒
み
ん
な
が
楽
し
め

る
ク
イ
ズ
を
行
う
予
定
で
す
。

ち
ゃ
ん
と
１
枚
の
イ
ラ
ス
ト
に
な
る
か
楽
し
み
だ

ね
！

出
来
上
が
っ
た
作
品
は
、校
内
に
展
示
し
よ
う
と
思
っ

て
い
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
見
て
ほ
し
い
で
す
！

あ
と
は
学
校
祭
で
使
え
る
予
算
は
限
ら
れ
て
い
る
の

で
、全
体
で
ど
の
よ
う
に
活
用
す
る
の
が
良
い
か
検
討

す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。

な
る
ほ
ど
、と
て
も
重
要
な
こ
と
を
学
ん
だ
ね
。こ

れ
か
ら
の
学
校
生
活
に
も
活
か
し
て
い
き
た
い
ね
！

最
後
に
今
年
が
最
後
の
学
校
祭
に
な
る
と
思
う
ん

だ
け
ど
、ど
ん
な
学
校
祭
に
し
た
い
で
す
か
？

去
年
ま
で
の
学
校
祭
も
楽
し
い
も
の
で
し
た
が
、今
年

は
全
員
が
振
り
返
っ
た
時
に
楽
し
か
っ
た
と
思
え
る
学

校
祭
に
し
た
い
と
思
って
い
ま
す
！

まきお
　が行く

夕高祭レポート
　　　　　2023

　1日目は、市内各所でのよさこい演舞の披露。会場となった文化スポーツセンターと道の駅
夕張メロードでは、駆け付けた市民の方の前で堂々たる発表を行った。
　2日目は、各学年で準備をした縁日や脱出ゲーム、5組が出場した有志発表など会場に集まっ
た保護者や小中学生を大いに楽しませていた。受付の横には、前日に行われた学校祭実行委
員企画のちぎり絵が飾られており、見事な完成度であった。毎年の定番になりつつあるよさこ
いの披露（伝統）に加えて、生徒一人一人が考えて工夫を凝らした縁日、有志発表など（挑
戦）、まさに『MATCH!!』を体現する素晴らしい夕高祭でした！関係者の皆さま、本当にお疲れ
さまでした。

夕
張
高
校

チ
ャ
レ
ン
ジ
・
モ
ア
・
ス
ピ
リ
ッ
ツ

　
　
　
　
　
　
　
　 

第
六
十
三
号

今年のテーマは『ＭＡＴＣＨ！！』
学校祭実行委員の奮闘に迫ります！
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会期中の催し

ѺചږஆݏЋ
⅀ரਦℿℽℿْࣶܝ�

昨年の展覧会会場風景観覧 /催し　参加無料・申込不要
問合せ先　　市社会教育係　☎57－7711

１

２ ▶８月 12 日  ( 土 )  / 16 日 ( 水 )　
　午後２時～ / 午後４時～　各日２回計４回開催

第４回りすた市民学習講座
　『地域の作品を鑑賞しよう！』
▶８月６日 ( 日 )　午後１時～　
本展の見どころや収蔵作品について、企画担当者が説明
します。その後、おもしろい鑑賞方法で、作品を味わいます。

拠点複合施設りすた からの お知らせ

�౾ਦൕͥÿŊ�ŢĀ�6͕ѼÜĚÿࣷě௮ģܕâ܈ě�
֔ěԛá7øêࠇ��ÿл̥Ýଠĝ�ථڍÝ֔Ěĝû
Õäùø�üچôðഫ�û௮ÿ̵ॿÝଠĚÕñě�
हģ˱Ù÷îÿ௮ÿʍಣÝʲÞԛÝĝûÕäùĀओ࠼
�Óěďê
�îäø؇ͧÿਦൕͥ߈øĀ�ĐûæĤÝْரģúÿ
ę×üՓðÿÜ�ϦéðÿÜ�ùÕ×äùüõÕ÷�
άèàÛෝøÞĜݨ߈ģࡷâ�ըളùْரðòùģԵ
ĄõâĜäùøْࣶܝ�ரüďõĠĜ6ʍಣ7ēЎĒ
�Đďêࢾě܈êĜЯͥùûĜę×üޑहĉùԛ࠼ہ÷

札幌で活躍するアート・コミュニケーターのみなさんと
一緒におしゃべりしながら、ゆっくり作品を観てみます。
見て、考えて、話して、聞いて、みんなでつくる対話型
の鑑賞です。
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ユるっとゆうばりスポーツクラブからのお知らせ
　ユるっとゆうばりスポーツクラブでは、引き続き感染症対策を講じながら活動をしています。参加
される皆さんには引き続きご協力をお願いします。今月は夏バテにオススメの食べ物について紹介
します。

“暑い夏だからこそ変えよう”【健康的な身体づくり】
■夏バテになりやすい季節

皆さんは夏と冬で体重の変化に大きく差はありませんか？まさかとは思いますが、夏と冬で５㎏以上の差
がある人は要注意です。夏は暑さの影響で普段よりもあまり食べられなくなります。夏だからこそ食事がすご
く大切なので、夏バテにならない最強のオススメの食べ物をご紹介します。

■夏バテにオススメの食べ物
夏バテにオススメの食べ物、それは「そば」です。え？麺類って食べると急に血糖値が高くなるので、あまり

身体によくないんじゃない？って思う方もいると思います。一般的に麺類のうち、ラーメンやうどんは血糖値
が急に高くなるといわれています。また、ラーメンは多くの油も使われるので健康面で注意が必要です。そこ
で皆さんに食べていただきたいのが「そば」になります。そばは低GI食品と呼ばれ、麺類の中で一番血糖値の
上昇が緩やかな食品です。なので、夏バテだけでなく、肥満の予防、そしてボディメイクにもってこいの食品な
のです。さっぱりしていて「そば」単体で食べるのもいいですが、野菜やスダチを入れることで栄養満点の食事
になるので夏バテの方は、ぜひ食べてください。

■今月の筋トレ　～今月は前腕のトレーニング～
自宅でも簡単に前腕を鍛えることができる「アームカール」をご紹介します。

①ダンベルなどを持った腕をテーブルやいすなどに置いて、しっかり伸ばします。
②反動を使わないように反対の腕で前腕を押さえます。
③この状態で手首だけを使ってダンベルなどを上下する動作を、手首が上がらなくなるまでやっていきます。

※まずは２㎏のダンベルもしくは２Ｌのペットボトルでやっていきましょう。

☆８月の活動日程

日 時
場 所

持ち物

8月3・10・17・24・31日(木) 18：30～20：30
ゆうばり文化スポーツセンター
サブアリーナ
飲み物、手ぬぐい、（稽古着、竹刀、防具）

≪剣道クラブ≫

☆８月の活動日程
≪ボクシングクラブ≫
日 時
場 所

持ち物

8月1・8・22・29日(火) 18：30～20：30
ゆうばり文化スポーツセンター
サブアリーナ
飲み物、タオル、運動靴、
バンテージ（ある方）

曜 日
時 間
場 所
持ち物
料 金

火曜日、木曜日（予約制　☎56－5586）
午後１時・午後２時
ハッピーロードフィットネスクラブ
運動靴、タオル、飲み物
１回400円（全８回）

≪フィットネスクラブ体験コース≫

日 時
場 所

持ち物

8月3・10・17・24・31日(木) 18：15～19：30
ゆうばり文化スポーツセンター周辺野外
トレーニングルームなど
飲み物、タオル、運動靴

≪ランニングクラブ≫≪ピンポンバドミニバレークラブ≫
日 時
場 所

持ち物

8月2・9・16・23・30日(水) 18：30～20：30
ゆうばり文化スポーツセンター
メインアリーナ
飲み物、タオル、運動靴、ラケット（ある方）

日 時
場 所

持ち物

8月26日(土)・31日（土） 10：30～11：30
拠点複合施設りすた
多目的ホール
飲み物、タオル、運動靴

≪りすた楽々運動教室≫

≪文スポ楽々運動教室≫
日 時
場 所

持ち物

8月10・24日(木) 10：15～11：30
ゆうばり文化スポーツセンター
サブアリーナ
飲み物、タオル、運動靴

≪ノルディックウォーキングクラブ≫
日 時
場 所

持ち物

8月3・10・17・24・31日(木) 17：00～18：00
ゆうばり文化スポーツセンター周辺野外
トレーニングルームなど
ノルディックポール（貸出可）

●申込・問合せ先　☎56－6046　ゆうばり文化スポーツセンター　竹部
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夏
も
皮
膚
ト
ラ
ブ
ル
に
注
意
が
必
要
で
す
！

　

暑
い
日
が
続
き
、あ
せ
も
が
で
き
た
り
、日
焼
け

を
し
た
り
と
皮
膚
ト
ラ
ブ
ル
が
見
ら
れ
る
人
も
い

る
と
思
い
ま
す
。夏
の
暑
さ
や
強
い
紫
外
線
、室
内

と
屋
外
の
寒
暖
差
な
ど
は
皮
膚
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因

に
な
り
ま
す
。

夏
に
よ
く
見
ら
れ
る
皮
膚
ト
ラ
ブ
ル

●
あ
せ
も

　

私
た
ち
の
体
は
汗
を
か
く
こ
と
で
体
温
調
整

を
し
て
い
ま
す
が
、汗
は
皮
膚
に
と
っ
て
刺
激
に
な

り
ま
す
。汗
を
か
い
た
ら
こ
ま
め
に
着
替
え
た
り
、

シ
ャ
ワ
ー
で
汗
を
流
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。た
だ

し
洗
浄
料
を
使
い
過
ぎ
す
る
と
肌
が
乾
燥
す
る

た
め
、洗
浄
料
は
１
日
１
回
で
十
分
で
す
。

●
日
焼
け

　

夏
の
強
い
紫
外
線
に
は
注
意
が
必
要
で
す
。つ

ば
の
広
い
帽
子
を
着
用
し
た
り
、日
陰
に
入
っ
た
り

し
て
紫
外
線
を
避
け
ま
し
ょ
う
。日
焼
け
止
め
も

有
効
で
す
が
、汗
も
か
く
の
で
２
〜
３
時
間
で
塗

り
直
す
と
効
果
的
で
す
。日
に
焼
け
て
し
ま
っ
た

時
は
、保
冷
剤
や
流
水
で
冷
や
し
ま
し
ょ
う
。

●
虫
刺
さ
れ

　

ま
ず
は
、虫
に
刺
さ
れ
る
の
を
防
ぐ
こ
と
が
大

切
で
す
。草
む
ら
な
ど
の
虫
が
多
い
場
所
に
行
く

際
に
は
、で
き
る
だ
け
肌
の
露
出
が
少
な
く
、薄
い

色
の
服
を
着
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。首
や
袖
周

り
、裾
周
り
な
ど
も
で
き
る
限
り
露
出
を
避
け
ま

し
ょ
う
。虫
よ
け
ス
プ
レ
ー
な
ど
も
効
果
的
で
す
。

　

虫
に
刺
さ
れ
た
場
合
に
は
、ま
ず
刺
さ
れ
た
部

分
を
水
で
十
分
に
洗
い
流
す
こ
と
が
重
要
に
な
り

ま
す
。そ
の
後
刺
さ
れ
た
部
分
を
冷
や
し
て
か

ら
、虫
刺
さ
れ
の
薬
を
塗
り
ま
し
ょ
う
。症
状
が

治
ら
な
い
場
合
は
、皮
膚
科
な
ど
を
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。

ス
キ
ン
ケ
ア
で
皮
膚
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

①
清
潔
に
す
る

　

皮
膚
の
表
面
に
付
着
し
て
い
る
皮
脂
や
汚
れ

は
、石
け
ん
の
界
面
活
性
効
果
で
落
ち
や
す
く
、

さ
ら
に
再
付
着
防
止
に
な
り
ま
す
。石
け
ん
は
手

の
ひ
ら
で
よ
く
泡
立
て
て
、肌
の
表
面
を
な
ぞ
る

よ
う
に
洗
い
ま
す
。石
け
ん
の
成
分
が
皮
膚
に
残

る
と
、皮
膚
の
保
護
作
用
が
低
下
し
て
し
ま
う
た

め
、十
分
な
お
湯
で
流
し
ま
す
。ま
た
、洗
っ
た
後

は
タ
オ
ル
で
軽
く
押
さ
え
る
よ
う
に
水
分
を
拭
き

取
り
ま
す
。

②
保
湿
を
す
る

　

肌
が
乾
燥
す
る
の
は
秋
冬
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が

あ
る
と
思
い
ま
す
が
、夏
も
冷
房
の
影
響
で
乾
燥

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。肌
の
乾
燥
は
皮
膚
ト
ラ

ブ
ル
の
原
因
と
な
り
ま
す
の
で
、保
湿
が
大
切
で

す
。

　

保
湿
剤
を
塗
る
量
は
手
の
ひ
ら
２
つ
分
の
広
さ

に
０
．５ｇ
が
適
量
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。０
．５ｇ

は
、軟
膏
、ク
リ
ー
ム
で
は
人
差
し
指
の
先
か
ら
第

１
関
節
程
の
量
、ロ
ー
シ
ョ
ン
は
一
円
玉
大
の
大
き

さ
に
な
り
ま
す
。

　　

ス
キ
ン
ケ
ア
で
皮
膚
の
状
態
を
良
好
に
保
つ
こ

と
で
ト
ラ
ブ
ル
も
予
防
で
き
る
の
で
、ス
キ
ン
ケ
ア

を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

保
健
師　

佐
々
木　

美　

香

夕張市職員採用情報
一般事務（初級・上級・社会人）

▲

試験日 １次試験…9/17(日)
 ２次試験…10月下旬の予定▲

会　場 夕張市役所▲

申　込 「受験申込書」などを8/23(水)までに郵送(必着）

保健師

▲

試験日 応相談▲

会　場 夕張市役所▲

申　込 「受験申込書」などを郵送(随時受付)

※年齢が上限ちょうどの場合、生年月日によって応募の可否が変わります。
※資格要件や申込方法などの詳細は市ホームページをご覧ください。

問合せ・申込み先　市総務係　☎52－3170

保健師のお仕事紹介をホームページで公開中！

２次試験

○○○○～30歳令和６年４月若干名初級・上級

○○○○○○27～44歳応相談若干名社会人
一 般 事 務

○○～39歳応相談若干名－保 健 師

採 用 日採用数採用枠職 種
教 養
試 験

年 齢
１次試験

資　格　要　件 試　験　内　容

学 歴 資 格 経 験 適 性
検 査

基 礎
試 験

個 別
面 接

個 別
面 接

で
す

広報ゆうばり　2023年8月号 12



夕張市の新人職員を紹介します　その1

石郷岡　優斗
【土木課土木係】

　元は別の会社に勤めていましたが、市民の
皆様に身近な場所で働きたいと思い、昨年
10月から出身地である夕張市の市役所に勤
務させていただいております。
　配属された土木課土木係では主に市道の
修繕や補修業務を担当しております。至らな
い点が多くあると思いますが、暮らしやすい
と思っていただけるよう要望などに素早く応
え貢献できるよう努力しますので、どうぞよ
ろしくお願いいたします。

紹介します　その1

菊田　侑佳
【税務課賦課係】

　夕張出身です。去年10年振りに地元に戻っ
てきました。配属された税務課賦課係では、
保険料を担当しております。
　合理性・責任・厳格さが求められ、日々学ぶ
ことが多く大変なこともありますが、優しい
上司・先輩の方々に囲まれて、毎日勉強させ
て頂いております。今ある夕張の現状を冷静
に見つめ、自分の職務に真摯に対応したいで
す。よろしくお願いします。

後藤　千尋
【地域振興課農林係（農業委員会事務局）】

　札幌市出身です。夕張には大学時に農業
研修にきたことがありご縁を感じておりま
す。地域振興課農林係兼夕張市農業委員会
に配属となり、農業の経営や生産、農業者年
金などについての業務を担当しています。
　至らぬ点は多くありますが、少しでも早く
業務を理解し、市民の皆様のお力になれるよ
う取り組んでいきますので、よろしくお願い
いたします。

す。よろしくお願いします。

佐藤　心元
【生活福祉課生活福祉係】

　上富良野町出身です。生活福祉係に配属
となりました。主に障害者手帳、自立支援医
療の業務を担当しています。わからないこと
だらけですが、生活福祉係はとても素晴らし
い職場なので皆さん親切に教えてくれます。
　生まれてこの方夕張メロンを食べたことが
ないので、今年の夏はたらふく食べようと思
います。慣れないことばかりで至らない点も
多いですが、市民の皆様のお力になれるよ
う、精進しますので、これからよろしくお願い
いたします。
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　暑さも盛りの時期になりました。窓拭きや草取り
などでボランティアさんが大活躍しています。定期
的なお掃除の依頼も増えています。９月開催予定の
ボランティア養成講座の募集も行っております。興
味のある方はぜひご参加ください。
　お気軽にお問い合わせください。
☎56－6004（社協内 生活支援コーディネーター）

　紅葉山新生クラブハウスにて、毎週火曜日に
新生クラブの活動をしています。６/13（火）は１
月～６月生まれの誕生会が開催されました。ま
た、第３火曜日は地域サロンとして色々な企画
が予定されており、６/20（火）には、市の事業を
利用した体力測定会が行われました。

　沼ノ沢農業研修センターにて第２・４金曜日
は長寿会が開催されます。６/９（金）には、地域
リハビリテーション活動が初開催されました。
また、夏季期間の毎月１日には沼ノ沢神社前公
園にて歩こう会が行われており、青空の下でお
話ししながら楽しい時間を過ごしています。

　６/22（木） 豊生会主催の健康長寿プロジ
ェクトがりすたにて開催されました。豊生会 
理事長の星野先生を講師としてお招きし、人
生100年時代と呼ばれる現代において健康
とは何かを題材に講演を行いました。また、
市立診療所より市の介護予防事業について
の解説も行われました。

体力測定中

介護予防について

ガムを使って
噛む力をチェック
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令和５年度　夕張市委託事業

生活支援サポーターって何？
　生活支援サポーターとは、介護保険のサービスを利用するまでもないような生活の中のちょっ
とした困りごとを、住民同士の助け合いで対応するボランティアさんのことです。
　この養成講座は、お互いに支え合いながら生活できる地域づくりを、一緒に考えてもらえる人
を育てる取組みです。

日　時：

場　所：
対象者：
募　集：
参加費：

９月14日(木)・21日(木)・28日(木)　全３回
午後１時30分～３時30分
拠点複合施設りすた　多目的ホール
夕張市民ならどなたでもOK（３回全ての受講をお勧めします）
30名程度（電話申込み）
無料

問合せ　社会福祉法人 夕張市社会福祉協議会
申込先　生活支援コーディネーター谷口・山田　☎56－6004

実　施　日

・夕張市保健福祉課包括支援係
・豊生会地域包括ケア推進部

主幹 さわやかインストラクター　
長井　巻子 氏

・なぜ生活支援サポーターが必要
なの？

・みんなで一緒に助け合いゲーム

・合同会社うぇるかむ代表社員
池田　ひろみ 氏

・傾聴とは？コミュニケーションの
実践①

・合同会社うぇるかむ代表社員
池田　ひろみ 氏

・傾聴とは？コミュニケーションの
実践②

説明者・講師内　　容（予定）

９月14日（木）

９月21日（木）

９月28日（木）
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　「みんなでつくる夕張の記憶ミュージアム」は、みなさんのタンスの奥に眠っているような写真をお寄せいただき、
地域の共有財産として活用する活動です。集めた写真の中から選りすぐりの1枚を、平成30年7月号から毎月広報に
掲載しています。
　このほかにも、インターネット上でのデジタルミュージアムや、フェイスブックページで公開し、今は夕張を離れた
方々も交えて交流を行っています。
　夕張の記憶を未来のまちづくりの糧としていくために、懐かしい写真は捨てずに、ぜひ記憶ミュージアムまでお寄
せください！

▼この写真は下記でもご覧いただけます。
「みんなでつくる夕張の記憶ミュージアム」　https://yubarinokioku.net/ 
フェイスブックページ　
夕張の記憶ミュージアム実行委員会（幹事・清水沢プロジェクト　☎57－7463）

https://www.facebook.com/yubarinokioku/

（市地域振興係　☎52－3141）

夕張の記憶ミュージアム実行委員会

ホームページ

今後、市内での展示も
　　　　　予定しています。

「みんなでつくる夕張の記憶ミュージアム」

５年間、60枚の記憶ミュージアムギャラリー

掲載５周年を迎えました

下記フェイスブックに投稿または清水沢コミュニティゲート（宮前町39
宮コ23）に持参いただくか、市地域振興係でも受け付けています。 
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『石炭博物館だより』

問合せ先　夕張市石炭博物館　☎52－5500

『木挽町のあだ討ち』　永井紗耶子/著　新潮社

・ぼんぼん彩句（宮部みゆき）　・おわかれはモーツァルト（中山七里）
・探偵は田園をゆく（深町秋生）　・尚、赫々たれ　立花宗茂残照（羽鳥好之）
・生皮（井上荒野）　・晩秋行（大沢在昌）
・赤ずきん、ピノキオ拾って死体と出会う。（青柳碧人）　・まくらが来りて笛を吹く（春風亭一之輔）
・10年後の子どもに必要な「見えない学力」の育て方（木村泰子）
・目で見ることばで話をさせて（アン・クレア・レゾット）

☆新しく入った本

　江戸は木挽町にある芝居小屋の裏で、美しい若衆・菊之助による仇討ちがみごとに成し遂げら
れた。父親を殺して逃げていた下男を斬り、その血まみれの首を高くかかげた快挙は町の人々の
語り草となった。そして二年後、菊之助の縁者だという一人の若侍が、仇討ちのてん末を知りたい
と芝居小屋を訪れるが、そこには驚きの真相が隠されていた。

新着図書のご紹介

問合せ先　りすた図書館　☎57－7583

＼写真では伝わらない味がある…／

　今回は、現在1階フロアで開催中の企画展「炭鉄港～リ・スタート～」で展示しています「勝海舟の書」をご紹
介いたします。
　展示品は当館石川館長の個人所蔵資料で、館長の曽祖父「貞治（ていじ）」氏に向けて、勝海舟から贈られた
物とされています。勝海舟は、黒船来航を契機に日本の海防と海運の向上に努め、開国後日本の代表的な武
士・政治家となり、山本権兵衛と並んで「日本海軍の父」とも称されました。教え子には、維新の風雲児「坂本龍
馬」、北海道炭礦鉄道株式会社を開いた「堀基（ほり　もとい）」など明治維新や北海道開拓の著名人も多く、
その教えは石炭海運業にも大きな影響を与えました。
　展示の書には、明治30年頃に鉱山や油田関係の事業を興そうとしていた石川氏に対する、勝海舟からの応
援メッセージが綴られています。詳しい内容は夕張市石炭博物館にて、ぜひ実物と共にご覧ください。（地域おこ
し協力隊：三浦弘夢）
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フレイル予防のため十分な栄養をとりましょう

【１日３食を欠かさない】

　フレイルとは、加齢とともに心身の生活機能や社会的なつながりが弱くなった状態です。
　「痩せようと思っていないのに、体重が半年で２、３キロ減った」
　「１日３食は食べていない」
　このようなお話をよく聞きます。しかしこの状態では、筋肉のもとになる栄養が不足し、フレイル
状態になっているかもしれません。特に高齢期の皆さんはフレイル予防を考えて、バランスよく食
べるよう心がけましょう。

　１日３度の規則正しい食事は、低栄養状態を防ぎ、体内リズムを整える働きがあります。「お腹が
空かないから３回は食べられない」という方もいらっしゃいますが、量は少なくてもバランスよく食
べる、適度に体を動かすなど、おいしく食事ができるように生活習慣を工夫しましょう。

【体重変化に注意する】

　高齢になるほど、体重減少がフレイルにつながりやすく、注意が必要です。毎日体重を測定しま
しょう。痩せようと思っていないのに、半年で体重が2キロ以上減った時は、栄養不足などのおそれ
があり要注意です。

【主食・主菜・副菜をそろえる】

主食・主菜・副菜のそろった「一汁三菜」を基本にすると、必要な栄養素がバランスよくとれます。
　主食：ごはん・パン・麺類など
　主菜：魚・肉・卵・大豆製品などの、タンパク質・脂質が主体のメイン料理
　副菜：野菜・キノコ類・いも・海藻などを使った、ビタミンやミネラル、
 食物繊維などを多く含んだ料理

問合せ先
　市包括支援係　☎52－3107

料理
、
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夕
張
市
プ
レ
ミ
ア
ム

　
　
　

チ
ケ
ッ
ト
に
つ
い
て

令
和
５
年
度
低
所
得
世
帯

　
　

支
援
給
付
金
に
つ
い
て

ゆ
る
リ
ラ
講
座
の

　
　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

「
こ
ど
も
の
人
権
相
談
」

　
　
　
　
　
　

 

強
化
週
間

◆
チ
ケ
ッ
ト
の
販
売
を
開
始
し
ま
す
！

　

物
価
高
騰
対
策
と
し
て
、消
費
需

要
の
下
支
え
お
よ
び
地
域
経
済
の
活

性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、「
夕
張

市
プ
レ
ミ
ア
ム
チ
ケ
ッ
ト
事
業
」を
実
施

し
、８
月
21
日
か
ら
チ
ケ
ッ
ト
の
販
売

を
開
始
し
ま
す
。

　

申
請
済
み
の
方
に
は
、販
売
開
始
前

に「
夕
張
市
プ
レ
ミ
ア
ム
チ
ケ
ッ
ト
購
入

引
換
券
」を
送
付
し
ま
す
。

◆
子
育
て
世
帯
へ
の
支
援

　

チ
ケ
ッ
ト
を
無
料
配
布
し
ま
す
！

　

子
育
て
世
帯
の
生
活
を
支
援
す
る
た

め
、平
成
17
年
４
月
２
日
か
ら
令
和
５

年
９
月
３
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
子
ど
も

が
い
る
世
帯
に「
夕
張
市
プ
レ
ミ
ア
ム
チ

ケ
ッ
ト
」１
冊（
５
０
０
円
×
13
枚 

６
５

０
０
円
分
）を
郵
送
に
て
配
布
し
ま
す
。

　

配
布
時
期
は
、８
月
下
旬
を
予
定
し

て
い
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
活
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

夕
張
市
プ
レ
ミ
ア
ム
チ
ケ
ッ
ト
事
務
局

夕
張
商
工
会
議
所 
☎
52
―
3
2
6
6

市
商
工
観
光
係 

☎
52
―
3
1
2
8

　

電
力・ガ
ス・食
料
品
な
ど
の
価
格
高

騰
に
よ
る
影
響
が
特
に
大
き
い
住
民

税
非
課
税
世
帯
に
対
し
、１
世
帯
当
た

り
３
万
円
を
給
付
す
る
事
業
を
実
施

し
ま
す
。

給
付
額

１
世
帯
当
た
り
３
万
円

支
給
対
象
世
帯

令
和
５
年
度
住
民
税
非
課
税
世
帯

※
基
準
日（
令
和
５
年
６
月
１
日
）に

お
い
て
夕
張
市
に
住
民
登
録
が
あ

り
、世
帯
全
員
が
令
和
５
年
度
分
の

住
民
税
が
非
課
税
の
世
帯
。

※
市・道
民
税
申
告
書
の
提
出
を
し
て

い
な
い
世
帯（
生
活
保
護
世
帯
を
含

む
）は
、支
給
要
件
で
あ
る
税
情
報

が
確
認
で
き
な
い
た
め
対
象
外
と

な
り
ま
す
が
、市・道
民
税
申
告
書

の
提
出
を
す
る
こ
と
で
住
民
税
が

非
課
税
と
な
っ
た
場
合
に
は
、支
給

対
象
世
帯
と
な
り
ま
す
。

申
請
方
法

　

支
給
対
象
世
帯
に
は
、市
よ
り
世
帯

主
宛
て
に
通
知
文
書
を
送
付
し
ま
す

の
で
、内
容
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

令
和
５
年
１
月
２
日
以
降
に
転
入

し
た
住
民
税
非
課
税
世
帯
や
、市・道

民
税
申
告
書
の
提
出
を
し
新
た
に
非

課
税
と
な
っ
た
世
帯
な
ど
、支
給
対
象

世
帯
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、給
付
金

の
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

申
請
書
類
が
必
要
な
方
は
、問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
期
限　

令
和
５
年
10
月
31
日

問
合
せ
先　

市
生
活
保
護
係

☎
52
―
3
1
7
7

　

足・腰
、認
知
機
能
な
ど
が
衰
え
は

じ
め
た
と
感
じ
て
い
る
、高
齢
者
の
か

た
向
け
の
事
業
の
お
知
ら
せ
で
す
。

　

介
護
が
必
要
と
な
ら
な
い
よ
う
、専

門
の
講
師
が
軽
運
動
と
認
知
機
能
を

維
持
向
上
す
る
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

実
施
し
ま
す
。

　

現
在
、開
催
予
定
の
日
程
・
会
場
は

次
の
と
お
り
で
す
。日
程
の
変
更
・
中

止
の
場
合
は
別
途
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

37・５
℃
以
上
の
発
熱
や
風
邪
症
状

な
ど
の
体
調
不
良
が
あ
る
場
合
は
、参

加
を
お
控
え
く
だ
さ
い
。

　

今
後
の
開
催
予
定
に
つ
い
て
は
随

時
、広
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

対　

象　

夕
張
市
民

持
ち
物　

汗
ふ
き
タ
オ
ル
、飲
み
物

服　

装　

動
き
や
す
い
服
装

料　

金　

無
料

申
込・問
合
せ
先　

市
包
括
支
援
係

 

☎
52
―
3
1
0
7

　

８
月
23
日
か
ら
29
日
ま
で
は
全
国
一

斉「
こ
ど
も
の
人
権
相
談
」強
化
週
間

で
す
。専
用
相
談
電
話「
こ
ど
も
の
人

権
１
１
０
番
」を
設
置
し
て
い
る
ほ
か
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ（
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
）に
よ
る
人
権
相
談

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。い
じ
め
、虐

待
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
侵
害
な
ど
、こ
ど
も
の
人
権
に

関
す
る
悩
み
ご
と
や
心
配
ご
と
に
つ
い

て
、法
務
局
職
員
や
人
権
擁
護
委
員
が

相
談
に
対
応
し
、解
決
に
導
き
ま
す
。

　

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
気
軽

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。相
談
無
料
。

と　

き　

８
月
23
日
〜
８
月
29
日

平
日　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

土
日　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

相
談・問
合
せ
先  

・
子
ど
も
の
人
権
相
談
１
１
０
番

☎
0
1
2
0
―
0
0
7
―
1
1
0

・
Ｓ
Ｎ
Ｓ（
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
）に
よ
る
人
権
相

談

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
か
ら
次
の
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
な
ど
で
、公
式
ア
カ
ウ
ン
ト「
Ｓ

Ｎ
Ｓ
人
権
相
談
」を
友
だ
ち
追
加
し
て

利
用
で
き
ま
す
。

検
索
Ｉ
Ｄ
：
＠snsjinkensoudan

場　所 実　施　日 開催時間 申込締切

真谷地
集会所

（定員15名）

紅葉山
会館

（定員15名）

午前10：00～
11：30

（受付９：30～）

午前10：00～
11：30

（受付９：30～）

８月24日（木）

９月28日（木）

９月14日（木）

８月18日
（金）

９月８日
（金）９月21日（木）

地域巡回型

老人福祉会館 第２クール
場　　所 実　施　日 開催時間 申込締切

●夕鉄バス（夕鉄本社ターミナル着）
　石炭博物館発　12：50着
　新夕張駅前発　12：21着
※詳しくは夕鉄バス時刻表をご覧く
ださい。

●老人福祉会館運行の無料送迎バス
　午後2:30発
※帰りに利用する方は、申込みの際に
申し出ください。

交　　　通

９月５日(火)

９月12日(火)

９月19日(火) ８月30日
(水)

９月26日(火)

10月３日(火)

老人福祉会館
（定員35名）

午後１:00～
２:30

(受付12:30～)

ＳＮＳ
人権相談
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児
童
扶
養
手
当
に

　
　
　

関
す
る
お
知
ら
せ

障
が
い
の
あ
る
方
の
手
当
に

　
　
　
　

関
す
る
お
知
ら
せ

◆
児
童
扶
養
手
当
現
況
届
の
提
出
に

つ
い
て

　

児
童
扶
養
手
当
受
給
者
の
方（
支

給
停
止
中
の
方
も
含
む
）は
、毎
年
８

月
に
現
況
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。こ

の
届
は
、毎
年
８
月
１
日
時
点
の
状
況

を
記
入
し
、11
月
以
降
も
引
き
続
き

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
で
き
る
要
件

に
あ
る
か
を
確
認
す
る
た
め
の
も
の
で

す
。

　

受
給
者
の
方
に
は
、７
月
下
旬
に
現

況
届
の
提
出
に
つ
い
て
案
内
を
送
付
し

て
い
ま
す
の
で
、期
日
ま
で
に
必
要
書

類
を
添
付
の
う
え
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

　

現
況
届
は
、特
段
の
事
情
が
な
い
限

り
面
談
が
必
要
で
す
の
で
、事
前
に
予

約
を
お
願
い
し
ま
す
。事
情
が
あ
っ
て

郵
送
で
提
出
す
る
場
合
は
、後
日
担
当

者
か
ら
連
絡
し
ま
す
。

※
こ
の
届
が
な
い
と
11
月
分
以
降
の
手

当
が
受
給
で
き
ま
せ
ん
の
で
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。未
提
出
の
ま
ま
２

年
が
経
過
す
る
と
、時
効
に
よ
り
受

給
資
格
が
消
滅
し
ま
す
。

提
出
書
類
な
ど

・
現
況
届

・
児
童
扶
養
手
当
証
書（
全
部
支
給

停
止
中
の
方
は
不
要
）

・
同
意
書

・
養
育
費
に
関
す
る
申
立
書

・
印
鑑

・
そ
の
他
受
給
者
の
状
況
に
応
じ
た

必
要
書
類（
該
当
す
る
方
の
み
）

提
出
期
限　

８
月
31
日

提
出
先　

市
生
活
福
祉
係

◆
児
童
扶
養
手
当
の
制
度
に
つ
い
て

　

母
子・父
子
家
庭
な
ど
の
支
援
の
た

め
、次
の
支
給
要
件
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
児
童
を
養
育
し
て
い
る
父
母

ま
た
は
養
育
者
に
対
し
、児
童
が
18
歳

に
な
っ
た
後
の
最
初
の
３
月
31
日（
政

令
で
定
め
る
程
度
の
障
が
い
の
あ
る
場

合
は
20
歳
未
満
）ま
で
、児
童
扶
養
手

当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

支
給
要
件

・
父
母
が
婚
姻
を
解
消

・
父
ま
た
は
母
が
死
亡

・
父
ま
た
は
母
が
重
度
の
障
が
い
者

・
父
ま
た
は
母
が
生
死
不
明

・
父
ま
た
は
母
か
ら
１
年
以
上
遺
棄

・
父
ま
た
は
母
が
１
年
以
上
拘
禁

・
母
が
未
婚

ま
た
、次
の
よ
う
な
場
合
は
手
当
が

支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

・
日
本
国
内
に
住
所
を
有
し
な
い

・
児
童
が
里
親
に
委
託
さ
れ
た
り
、児

童
福
祉
施
設
な
ど（
通
園
施
設
を

除
く
）に
入
所
し
て
い
る

・
児
童
が
手
当
の
請
求
者
で
は
な
い

父
ま
た
は
母
と
生
計
を
同
じ
く
し

て
い
る（
父
ま
た
は
母
が
政
令
で
定

め
る
程
度
の
障
が
い
の
状
態
に
あ
る

場
合
を
除
く
）

・
婚
姻
の
届
出
は
し
て
い
な
く
て
も
事

実
上
の
婚
姻
関
係
に
あ
る（
父
ま
た

は
母
に
限
る
）

手
当
額

　

受
給
者
や
同
居
す
る
扶
養
義
務
者

の
所
得
に
よ
り
、支
給
さ
れ
る
手
当
額

が
決
定
さ
れ
ま
す
。所
得
状
況
に
よ

り
、手
当
額
の一
部
ま
た
は
全
額
が
支

給
停
止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

毎
年
の
消
費
者
物
価
指
数
の
変
動

に
応
じ
て
手
当
額
が
改
定
さ
れ
ま
す
。

令
和
５
年
４
月
か
ら
の
児
童
扶
養
手

当
額

○
全
額
支
給
の
場
合

対
象
児
童
１
人
目

　
　
　
　

月
額　

４
万
4
1
4
0
円

対
象
児
童
２
人
目
の
加
算
額

　
　
　
　

月
額　

１
万
4
2
0
円

対
象
児
童
３
人
目
の
加
算
額

　
　
　
　

月
額　

6
2
5
0
円

○
一部
支
給
の
場
合

（
所
得
に
応
じ
て
決
定
）

対
象
児
童
１
人
目

　
　
　
　

月
額　
４
万
4
1
3
0
円
〜

１
万
4
1
0
円

対
象
児
童
２
人
目
の
加
算
額

　
　
　
　

月
額　
１
万
4
1
0
円
〜

5
2
1
0
円

対
象
児
童
３
人
目
の
加
算
額

　
　
　
　

月
額　

6
2
4
0
円
〜

3
1
3
0
円

◆
所
得
状
況
届
を
忘
れ
ず
に

　

特
別
児
童
扶
養
手
当
、特
別
障
害

者
手
当
、障
害
児
福
祉
手
当
の
い
ず
れ

か
を
受
給
し
て
い
る
方
は「
所
得
状
況

届
」の
提
出
が
必
要
で
す
。届
出
を
し

な
い
と
受
給
資
格
が
あ
っ
て
も
８
月
分

以
降
の
手
当
が
受
給
で
き
ま
せ
ん
の

で
、忘
れ
ず
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

対
象
者
に
は
手
続
き
方
法
な
ど
に

つい
て
文
書
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

提
出
期
限　

８
月
28
日

提
出
先　

市
生
活
福
祉
係
ま
た
は
南

支
所

※
届
出
の
際
は
手
当
証
書（
特
別
児

童
扶
養
手
当
の
み
）と
印
鑑
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

◆
特
別
児
童
扶
養
手
当
、特
別
障
害

者
手
当
お
よ
び
障
害
児
福
祉
手
当
の

申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

○
特
別
児
童
扶
養
手
当

　

20
歳
未
満
で
、精
神
ま
た
は
身
体
に

障
が
い
を
有
す
る
児
童
を
家
庭
で
監

護・養
育
し
て
い
る
父
母
な
ど
に
支
給

し
ま
す
。

１　

級　

月
額　

５
万
3
7
0
0
円

２　

級　

月
額　

３
万
5
7
6
0
円

○
特
別
障
害
者
手
当

　

20
歳
以
上
で
、精
神
ま
た
は
身
体
に

著
し
く
重
度
の
障
が
い
を
有
す
る
た

め
、日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
特
別
の

介
護
を
必
要
と
す
る
状
態
に
あ
る
在

宅
の
方
に
支
給
し
ま
す
。

月
額　

２
万
7
9
8
0
円

○
障
害
児
福
祉
手
当

　

20
歳
未
満
で
、精
神
ま
た
は
身
体
に

重
度
の
障
が
い
を
有
す
る
た
め
、日
常

生
活
に
お
い
て
常
時
の
介
護
を
必
要
と

す
る
状
態
に
あ
る
在
宅
の
方
に
支
給

し
ま
す
。

月
額　

１
万
5
2
2
0
円

※
手
当
額
は
８
月
１
日
現
在
の
も
の
で

す
。施
設
入
所
や
所
得
に
よ
る
制

限
な
ど
が
あ
り
ま
す
。詳
細
は
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

市
生
活
福
祉
係

☎
52
―
1
0
5
9

公
的
年
金
と
の
併
給
に
つ
い
て

　

公
的
年
金
な
ど
を
受
給
し
て
い
る

方
は
、年
金
額
が
児
童
扶
養
手
当
額

よ
り
低
い
場
合
に
、そ
の
差
額
分
を
児

童
扶
養
手
当
と
し
て
受
給
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

手
続
き
に
つ
い
て

　

児
童
扶
養
手
当
の
支
給
要
件
に
該

当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
は
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。対
象
者
で
あ
っ
て
も
申
請

を
し
な
い
と
児
童
扶
養
手
当
の
受
給

は
で
き
ま
せ
ん
。

問
合
せ
先　

市
生
活
福
祉
係

 

☎
52
―
1
0
5
9
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北
海
道
警
察
官
募
集

自
衛
官
募
集

学
校
閉
庁
日
に
つ
い
て

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
全
国
一
斉

　

  

情
報
伝
達
訓
練
の
実
施

○
試
験
概
要

申
込
期
限　

８
月
18
日（
金
）

試 

験 
日　

９
月
17
日（
日
）

採
用
予
定
人
数　

２
０
０
名
程
度

男
性　

Ａ
区
分　

35
名
程
度

　
　
　

Ｂ
区
分　

１
１
５
名
程
度

女
性　

Ａ
区
分　

15
名
程
度

　
　
　

Ｂ
区
分　

35
名
程
度

受
験
資
格

Ａ
区
分　

学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学

（
短
期
大
学
を
除
く
）な
ど
を
卒
業
し

た
方（
今
和
６
年
３
月
末
日
ま
で
に
卒

業
見
込
み
の
方
を
含
み
ま
す
）

※
高
度
専
門
士
の
称
号
を
取
得
ま
た

は
令
和
６
年
３
月
末
日
ま
で
に
取

得
見
込
み
の
方
を
含
み
ま
す
。

Ｂ
区
分　

Ａ
区
分
以
外
の
方

◆
第
２
回 

予
備
自
衛
官
補
採
用
試
験

受
付
期
限　

９
月
21
日（
木
）

試 

験 

日　

９
月
23
日
〜
10
月
９
日
の

い
ず
れ
か
１
日

※
定
員
に
達
す
る
と
中
止
さ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

◆
第
２
回 

自
衛
官
候
補
生
採
用
試
験

受
付
期
限　

８
月
18
日（
金
）

試 

験 

日　

８
月
25
日
〜
８
月
27
日
の

い
ず
れ
か
１
日

◆
第
２
回 

一般
曹
候
補
生
採
用
試
験

受
付
期
限　

９
月
５
日（
火
）

試 

験 

日　

９
月
15
日
〜
９
月
24
日
の

い
ず
れ
か
１
日

　

小
中
学
校
で
は
、８
月
10
日
〜
15
日

（
祝・土
日
含
む
）を
学
校
閉
庁
日
と
し

ま
す
の
で
、緊
急
の
連
絡
は
市
教
育
委

員
会
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先　

市
学
校
教
育
係

 

☎
57
―
7
5
8
1

　

地
震
や
武
力
攻
撃
な
ど
の
発
生
時

に
備
え
、全
国
一
斉
に
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
に
よ

る
情
報
伝
達
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
訓
練
で
は
、ゆ
う
ば
り
小
学
校
と

夕
張
中
学
校
の
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら

音
声
情
報
が
放
送
さ
れ
ま
す
。

と　

き　

８
月
９
日（
水
） 

午
前
11
時

放
送
内
容

〈
上
り
４
音
チ
ャ
イ
ム
〉

「
こ
れ
は
、Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
テ
ス
ト
で
す
」

×
３
回

〈
下
り
４
音
チ
ャ
イ
ム
〉

　

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
は
、弾
道
ミ
サ
イ
ル
情

報
、緊
急
地
震
速
報
な
ど
の
情
報
を
国

か
ら
人
工
衛
星
を
通
じ
て
、地
方
公
共

団
体
に
瞬
時
に
伝
達
す
る
と
同
時
に
、

携
帯
電
話
会
社
を
通
じ
て
緊
急
速
報

メ
ー
ル
を
送
信
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

問
合
せ
先　

市
消
防
本
部
保
安
係

 

☎
53
―
4
1
2
1

年　

齢　

平
成
３
年
４
月
２
日
〜
平

成
18
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
方

問
合
せ
先　

栗
山
警
察
署

☎
0
1
2
3
―
72
―
0
1
1
0

問
合
せ
先　

自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力

本
部
恵
庭
地
域
事
務
所

☎
0
1
2
3
―
34
―
5
4
3
8
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第36回　ゆうばり夏まつり

問合せ先　第36回ゆうばり夏まつり実行委員会　☎52－3266

問合せ先　市子ども・子育て支援係　☎57－7582

おやこで楽しむ 

お はなしか い

午後４時　　　　会場の屋台村オープン
午後６時　　　　踊り参加チーム イベント広場会場内集合

午後６時30分　　ゆうばり囃子「阿呆踊り」
午後７時45分　　納涼花火大会

花火大会終了後、無料バスを運行します。
・１号車　旧JR清水沢駅前→清陵町→沼ノ沢→紅葉山方面
・２号車　旧JR清水沢駅前→南部→若菜→本町方面（ホテルシューパロ）

●と　き　８月５日（土）
　※雨天の場合は、踊りと屋台営業は中止。花火のみ、６日（日）に延期

●ところ　清水沢イベント広場（旧JR清水沢駅跡となり）

と　き ： 毎月 第3金曜日
  14：00～14：20

開催日 ：  8/18・ 9/15
  10/20・11/17
  12/15・ 1/19
   2/16・ 3/15

ところ ： 拠点複合施設りすた
  ゆうばりっ子ひろば

ゆうばりっ子ひろばで読
み聞かせをします。申込不
要でどなたでも参加でき
ますので、お気軽にご参加
ください。
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　6/14(水)、フルーツ仲卸業を営む北一藏重商店から
ゆうばり小学校に対し夕張メロンが寄贈されました。
　寄贈は今年で10年目を迎え、教育長から感謝状が贈
られました。メロンは翌日の給食で振舞われ、小学生の
皆さんは夏の味覚を楽しみながら感謝の言葉を口にし
ていました。

　6/23(金)、夕張市出身で旭川市に本社を構える建設
コンサルタント会社社長の千葉様から、「人口減少や高
齢化など厳しい状況が続くが、故郷のためにがんばっ
てほしい」との思いで市に対し多額の寄附が行われ、市
長から感謝状が贈られました。

小学生へ地元の味を届けて10年
ゆうばり小学校へのメロン寄贈

ふるさとへの熱い思いに感謝
寄附に対する感謝状贈呈

　7/9(日)、りすたChallenge協働事業の「おさがりの
わ」が開催されました。
　実行委員会が使わなくなった子ども用品を募り、丁
寧に検品などを行った「おさがり」が、りすたの多目的
ホールを埋め尽くし、午前中を中心に多くの子育て世帯
が訪れ、大きな「おさがり」の輪ができました。
　おさがり会は11月にも開催される予定です。 

　6/25(土)、拠点複合施設りすたで、開館3周年を祝
う誕生会が開催されました。
　映像などで夕張市の歴史を振り返る中で、財政破綻
後、文化活動を行う場が無かった時期を思い起こしな
がら、文化活動の意義やりすたの役割を参加者で共有
しました。これからも、りすたをみんなで育てていくと
いう思いを胸に、参加者で記念植樹などを行いました。

地域でエコな子育てを      
おさがりのわ

これからもよろしくお願いします
りすた3周年誕生会
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各
種
補
助
金
の
お
知
ら
せ

ス
マ
ホ
の
お
悩
み
解
決
！

　
　
や
さ
し
い
ス
マ
ホ
教
室

⑴
資
格
取
得
支
援
事
業
補
助
金

　

夕
張
市
内
の
産
業
振
興
、地
域
人
材

の
安
定
し
た
就
労
支
援
、夕
張
市
へ
の

定
住
促
進
の
た
め
、専
門
技
術
な
ど
の

市
が
指
定
す
る
資
格
を
取
得
す
る
際

に
か
か
る
経
費
の一部
を
補
助
し
ま
す
。

対
象
者　

令
和
５
年
４
月
１
日
以
降

に
受
験
・
受
講
し
、当
該
年
度
内
で
資

格
な
ど
を
取
得
し
た
方

補
助
額　

資
格
取
得
に
関
す
る
受
験

料
、講
習
受
講
料（
教
材
費
含
む
）、登

録
料
な
ど
に
対
し
、１
人
に
つ
き
最
大

10
万
円

⑵
創
業
等
支
援
事
業
補
助
金

（
２
次
募
集
）

　

夕
張
市
内
の
産
業
振
興
、雇
用
の
促

進
を
図
る
た
め
、新
規
創
業
者
、事
業

を
拡
大
す
る
市
内
事
業
者
の
初
期
投

資
な
ど
の
費
用
を
補
助
し
ま
す
。

対
象
者
　

・
市
内
で
起
業
す
る
新
規
創
業
者

・
事
業
を
拡
大
す
る
市
内
事
業
者

補
助
額　

新
規
創
業
ま
た
は
事
業
拡

大
の
た
め
に
必
要
な
初
期
投
資
な
ど
の

経
費
に
対
し
、最
大
１
０
０
万
円

⑶
雇
用
対
策
等
支
援
事
業
補
助
金

　

物
価
や
原
材
料
高
騰
の
影
響
を
受

け
る
市
内
事
業
者
が
、賃
上
げ
取
組

み
と
併
せ
て
実
施
す
る
就
労
環
境
整

備
、人
材
確
保
対
策
な
ど
の
経
費
の一

部
を
補
助
し
ま
す
。

　

夕
張
市
在
住
の
60
歳
以
上
の
か
た

向
け
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
使
い
方
が
学

べ
る
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
っ
て

み
た
い
と
検
討
さ
れ
て
い
る
方
や
、操

作
に
不
安
を
感
じ
て
い
る
方
は
、こ
の

機
会
に
安
心・安
全
な
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

の
使
い
方
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

対
　
象　

60
歳
以
上

※
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
お
持
ち
で
な
い
方

も
参
加
で
き
ま
す
。

定
　
員　

各
回
10
名（
申
込
順
）

料
　
金　

無
料

持
ち
物　

お
持
ち
の
方
は
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン開

催
日
時
な
ど

　

講
習
会
の
内
容
は
３
回
と
も
同
じ

な
の
で
、都
合
の
よ
い
日
を
選
ん
で
、申

込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

人　口 6,627人(－31人)
　男 3,090人(－12人)
　女 3,537人(－19人)

世帯数 4,030世帯(－15世帯)
（　）は前月比

※住民基本台帳法の改正に伴い、
　外国人住民が含まれています。

次
号
、広
報
ゆ
う
ば
り
9
月
号
は
、

9
月
1
日
に
配
布
し
ま
す
。

令和5年7月1日　現在

医療機関名

夕張市立診療所
☎52－4339

南清水沢診療所
☎59－7085

中條医院
☎58－2350

８月８日
（火）

８月７日
（月）

８月９日
（水）

８月10日
（木）

８月11日
（金）

〈祝日〉

８月12日
（土）

８月13日
（日）

８月14日
（月）

８月16日
（水）

８月15日
（火）

○

○

○

○

○

○

×

×

×

○

○

○

○

○

○

○

×

×

○

×

×

×

×

×

×

×

×

○

○

○

 

８月は
北方領土返還要求運動強調月間

択捉島

色丹島

歯舞群島
はぼまいぐんとう

しこたんとう

くなしりとう

えとろふとう

国後島
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夕張市の情報はこちらから

▲夕張市
　ホームページ

※QRコードは㈱デンソーウェーブの登録商標です。

夕張市

▲

Twitter　

対
象
者　

賃
上
げ
取
組
み
と
併
せ
て

実
施
す
る「
雇
用
維
持
」や「
人
材
確

保
」に
取
り
組
む
市
内
事
業
者

補
助
額　

雇
用
維
持
や
人
材
確
保
に

か
か
る
経
費
に
対
し
、最
大
3
0
万
円

⑷
そ
の
他

　

各
種
補
助
金
の
詳
し
い
申
請
内
容
、

受
付
期
間
な
ど
に
つ
い
て
は
、市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ま
た
は
市
商
工
観
光
係
ま
で
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
請・問
合
せ
先
　
市
商
工
観
光
係

☎
52
―
3
1
2
8

　

申
込
み
時
に「
参
加
日
程
、氏
名
、

年
齢
、住
所
、連
絡
先
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

の
有
無
」を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

講
　
師　

株
式
会
社
は
ま
な
す
イ
ン

フ
ォ
メ
ー
シ
ョン

主
　
催　

南
空
知
圏
域
広
域
連
携
加

速
化
事
業　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
イ
ン
フ
ラ
部
会

協
　
力　

夕
張
市

申
込・問
合
せ
先　

市
情
報
管
理
係

☎
52
―
3
1
4
0

申込期限会　　場開催日時

8月23日(水)夕張市役所 4階 会議室8月30日(水)
13:00～16:00

9月5日(火)拠点複合施設りすた9月12日(火)
13:00～16:00

10月18日(水)拠点複合施設りすた10月25日(水)
13:00～16:00
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